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令和４年 第３回定例会

令和4年 第4回臨時会

主な議決内容 会期／9月1日～9月16日
議案／条例等4件、補正予算7件、認定6件、
同意2件、意見書1件、報告1件、陳情2件

主な議決内容 会期／8月1日
議案／条例等1件、補正予算1件

議　
　
　
　
　
　
　
案

認　
　
　
　
　
定

結果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

同意

同意

提出

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶意 

見

陳  

情

同　
意

報 

告

渡
辺　
　
功

久
保　
秋
男

都
築　
清
子

大
村　
文
俊

山
本　
恭
久

新
美
三
喜
雄

山
本　
良
輔

石
川　
英
治

山
本　
和
俊

竹
内　
卓
美

瀧
塚　
政
明

澤
田　
道
孝

小
柳
み
ゆ
き

阿久比町立阿久比スポーツ村整備基金条例の制定について

阿久比町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

阿久比町税条例等の一部改正について

令和4年度阿久比町一般会計補正予算（第6号）

令和4年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

令和4年度阿久比町介護保険特別会計補正予算（第1号）

令和4年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

令和4年度阿久比町水道事業会計補正予算（第3号）

令和4年度阿久比町一般会計補正予算（第7号）

令和4年度阿久比町水道事業会計補正予算（第4号）

令和3年度阿久比町一般会計歳入歳出決算認定について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

教育委員会委員の任命について

中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権状況の改善を求める意見書の提出に関する陳情

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情書

件　　　　　名

令和3年度阿久比町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定について

阿久比町の議会の議員及び長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部改正について

令和3年度阿久比町介護保険特別会計歳入歳出決算
認定について
令和3年度阿久比町後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について
令和3年度阿久比町水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について
令和3年度阿久比町下水道事業会計剰余金の処分及
び決算の認定について

令和3年度阿久比町健全化判断比率及び資金不足比率について

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負
担制度の堅持及び拡充を求める意見書
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秋
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可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶41 令和4年度阿久比町一般会計補正予算（第5号）

件　　　　　名

議

案

○賛成　╳反対　̶議長

可決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ̶42 備品購入契約の締結について（電子黒板等購入）

可決
認定
可決
認定

剰余金
決算
剰余金
決算

○賛成　╳反対　̶議長
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同意同意
教育委員会委員の任命について（再任）教育委員会委員の任命について（再任）

竹 内 賢 司  氏　（草木）
たけ うち けん じ

同意同意
固定資産評価審査委員会委員の選任について（再任）固定資産評価審査委員会委員の選任について（再任）

都 築 清 士  氏　（大古根）
つ づき きよ し

あーさん
ぐーさんの 質 問

コーナー

あーさん

「第43号阿久比町立阿久比スポーツ村整備基金条例の制定について」って何？

令和4年 第3回定例会より

ぐーさん

9月1日の地元紙に掲載された12億円超の寄付金
は、旧スポーツ医・科学研究所からの寄付！これを基金に
積み立ててスポーツ村交流センターをはじめとしたスポー
ツ村全体の整備のために使うんだって。

あーさん

「第41号令和4年度阿久比町一般会計補正予算（第5号）」の議題は何？

令和4年 第4回臨時会より

ぐーさん

7月10日と12日の豪雨で起きた災害の復旧工事等の
ために予算を追加することについてだよ。

スポーツ村の12億円超の寄付金を基金におくのは特別大きいけ
ど、残りの3億円は国や県から預かったお金の残金を返したり、
学校管理費（来年度のタブレット52人分、中学校の机・椅子240
セット購入等）社会福祉費（介護施設等整備事業費、心身障害者
福祉事業費）等も含まれているよ。

「第47号令和4年度阿久比町一般会計補正予算（第6号）」
は、令和4年度の予算が約15億8215万円も増えたのは何故？

ぐーさん

あーさん
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0.64％減
67.05％増
0.89％増
7.49％減

11.32％減
7.71％減
1.47％増
0.23％減

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

605,139
20,720
533,736
179,174

健全経営の水準を維持（経常収支比率119.79％）
料金回収率高く必要経費不足はない

健全経営の水準を維持（経常収支比率102.32％）
経費回収率は低く一般会計繰入金で補填

504,823
117,973
517,890
324,660

下水道事業
会計

水 道 事 業
会計

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 コ メ ン ト前年度比 前年度比

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

3.52％増

5.05％増

1.08％増

4.26％増

4.94％増

1.00％増

2,463,918

2,016,975

413,599

2,395,027

1,870,722

412,236

保険給付費が4.63％増
保険給付費が5.67％増
地域支援事業「ささエール」を実施
医療給付費が4.96％増
均等割額・所得割率とも2年毎負担増

区　　分 歳入決算額 歳出決算額 コ メ ン ト前年度比 前年度比

歳  出

消防費
3億7,548万1千円
（3.5%）

農林水産業費
1億8,312万7千円
（1.7%）

その他
1億9,275万6千円
（1.8%）

歳  入
107億9,143万3千円113億2,279万7千円町債（借金）

7億9,577万1千円
（7.0%）

町債（借金）
7億9,577万1千円
（7.0%）

地方消費税交付金
6億3,319万2千円
（5.6%）

地方消費税交付金
6億3,319万2千円
（5.6%）

使用料・手数料
1億4,740万4千円（1.3%）

その他
3億5,018万円（3.1%）

県支出金
6億8,040万8千円
（6.0%）

県支出金
6億8,040万8千円
（6.0%）

分担金・負担金
3,175万3千円（0.3%）

繰越金
3億9,454万3千円
（3.5%）
諸収入

4億832万4千円
（3.6%）

諸収入
4億832万4千円
（3.6%）

地方交付税
14億897万7千円
（12.5%）

地方交付税
14億897万7千円
（12.5%）

民生費
44億2,820万4千円
（41.0%）

衛生費
8億8,615万8千円
（8.2%）

教育費
15億9,885万円
（14.8%）

総務費
16億8,335万2千円
（15.6%）

土木費
7億1,499万7千円
（6.6%）

公債費（借金返済）
7億2,850万8千円
（6.8%）

繰入金
2億4,505万1千円
（2.2%）

国庫支出金
21億5,445万9千円
（19.0%）

町税
40億7,273万5千円
（36.0%）

（千円）

（千円）

令
和
3
年
度

決
算
報
告

令和3年度  一般会計決算

令和3年度  特別会計決算

令和3年度  企業会計決算

113億2,279万7千円歳  入 （前年度比 22.2％減）
町税：3.5％減／個人4.1％減法人17.4％減固定資産3.5％減
国庫支出金：50.8％減／特別定額給付金事業の完了
町債：57.5％減／新学校給食センター建設事業及び防災行政無線デジタル化事業の完了

民生費：20.9％増／子育て世帯臨時特別給付金事業
衛生費：16.1％増／2回目3回目新型コロナワクチン接種事業
土木費：7.6％増／道路橋梁維持事業費の道路補修及び橋梁等点検

総務費：60.4％減／特別定額給付金事業の完了
教育費：45.9％減／新学校給食センター建設事業の完了
消防費：39.0％減／防災行政無線デジタル化事業の完了

107億9,143万3千円歳  出 （前年度比 23.7％減）
増えた

減った
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今
回
の
視
察
は
、
阿
久

比
中
学
校
、
交
流
セ
ン

タ
ー
、
中
学
校
通
学
路
変

更
に
伴
い
、
変
更
さ
れ
た

通
学
路
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
阿
久
比
中
学
校
で
は
基

礎
工
事
中
の
校
舎
増
築
工

事
が
行
程
ど
お
り
順
調
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
担
当

課
よ
り
、
電
子
黒
板
を
活

用
し
て
授
業
を
し
て
い
る

様
子
を
見
学
し
、
電
子
黒

板
を
活
用
す
れ
ば
リ
モ
ー

ト
授
業
も
可
能
に
な
る
こ

と
を
、
校
長
先
生
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

６
月
27
日
〜
９
月
４
日
ま

で
の
70
日
間
の
プ
ー
ル
利

用
者
が
、
延
３
千
３
４
６

人
、
１
日
平
均
48
人
で

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
温
水

化
に
つ
い
て
の
課
題
の
説

明
が
担
当
課
よ
り
あ
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
変
更
さ
れ
た

通
学
路
の
現
地
調
査
を
行

い
、
担
当
課
よ
り
立
看
板

設
置
、
通
学
路
注
意
等
の

道
路
標
示
の
安
全
対
策
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
７
月
10
日
、
12
日
に
起

き
た
災
害
の
現
場
へ
行
っ

て
来
ま
し
た
。

　
今
回
の
災
害
で
は
、
各

所
と
も
命
に
か
か
わ
る
よ

う
な
最
悪
な
状
況
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
今

後
ど
の
よ
う
な
大
き
な
災

害
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。「
町
民
の
命
を
守

る
」
と
い
う
阿
久
比
町
の

施
策
を
、
私
ど
も
議
員
も

し
っ
か
り
と
検
証
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
ご
み
行
政

の
視
察
で
武
豊
町
に
行
き

ま
し
た
。
刈
草
剪
定
枝
リ

サ
イ
ク
ル
工
場
で
は
刈
草

剪
定
枝
を
町
民
の
方
が
直

接
持
ち
込
ん
で
、
枝
、
草
、

幹
、
根
を
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ン
テ
ナ
に
無
料
で
入
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
ご
み
は

ゴ
ミ
と
し
て
で
は
な
く
、

資
源
と
し
て
有
効
利
用
す

る
事
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
な

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ご
み
焼
却
施
設
や
、
温

水
プ
ー
ル
も
立
派
で
、
予

算
が
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な

施
設
が
作
れ
る
。
そ
う
い

っ
た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

　
武
豊
町
の
視
察
で
最
も

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
エ

コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
資
源

ご
み
収
集
場
所
）
で
す
。

　
現
在
２
か
所
の
エ
コ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
稼
働
し
て

お
り
、
後
に
２
か
所
追
加

し
て
４
か
所
と
な
る
よ
う

で
す
。
土
曜
日
や
、
日
曜

日
の
よ
う
な
休
日
に
も
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
阿
久
比
町
に
も
こ
の
よ

う
な
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
家
庭
に
長
く
保
管
す

る
必
要
が
な
く
、
非
常
に

便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
阿

久
比
町
民
の
皆
様
は
ど
う

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

（
副
委
員
長  
山
本 
良
輔
）

常任委員会 視察レポート

豪
雨
災
害
現
場
視
察

９
月
９
日

武
豊
町
ご
み
行
政
視
察

９
月
22
日

中
学
校・交
流
セ
ン
タ
ー

中
学
校
通
学
路
変
更
視
察

９
月
12
日

総務
建設

文教
厚生

（
副
委
員
長  

竹
内 

卓
美
）

板山石亀川西側法面崩落現場

土日も利用できるエコステーション

交流センタープール通学路の立看板
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総務
建設

文教
厚生

９
月
９
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
12
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

令
和
４
年
度
阿
久
比
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

　
　
中
学
校
備
品
購
入
費
、

抗
菌
机
２
４
０
セ
ッ
ト
の

購
入
は
、
校
舎
増
築
分
と

い
う
事
だ
が
、
増
築
分
の

す
べ
て
の
ク
ラ
ス
に
入
る

数
か
。

　
　
増
築
し
て
い
る
校
舎

の
、
40
人
・
６
ク
ラ
ス
分

の
机
・
椅
子
の
数
。

　
　
今
回
、
抗
菌
机
に
対

応
し
な
い
ク
ラ
ス
は
、
今

後
抗
菌
机
に
変
更
し
て
い

く
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
今
後
、
机
や
椅
子
が

壊
れ
た
時
に
、
抗
菌
の
も

の
を
購
入
し
て
い
き
た
い
。 　

　
抗
菌
机
の
、
抗
菌
部

分
に
関
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
必
要
か
。

　
　
抗
菌
剤
が
塗
布
し
て

あ
る
と
い
う
説
明
な
の
で
、

あ
る
程
度
は
耐
用
年
数
が

あ
る
と
思
う
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
か
は
、
勉
強

し
て
い
く
。

令
和
３
年
度
阿
久
比
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
　
　
子
ど
も
用
品
リ
ユ
ー

ス
事
業
は
、
か
な
り
古
く

か
ら
取
組
ん
で
い
る
。

委
託
事
業
と
し
て
、
利
用

度
、
期
待
度
は
ど
う
か
。

　
　
子
ど
も
用
品
リ
ユ
ー

ス
市
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
行
っ
て
い
る
。
当
初
は

入
場
制
限
等
の
な
い
状
態

で
行
っ
て
い
た
の
で
大
盛

況
だ
っ
た
が
、
こ
の
２
〜

３
年
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で

人
数
制
限
、
予
約
制
で

行
っ
て
い
る
。
人
数
は
少

阿
久
比
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
　
町
長
が
定
め
る
特
別

な
理
由
と
は
。

　
　
保
育
園
の
利
用
を
希

望
す
る
も
入
園
で
き
な

か
っ
た
場
合
や
、
配
偶
者

等
が
負
傷
等
に
よ
り
養
育

が
困
難
な
状
態
に
な
っ
た

場
合
な
ど
。

令
和
４
年
度
阿
久
比
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

　
　
庁
舎
多
目
的
ト
イ
レ

温
水
器
の
修
繕
は
、
ま
だ

新
し
い
と
思
う
が
、
壊
れ

た
原
因
。

　
　
原
因
の
特
定
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
使
用
開
始

か
ら
７
年
目
で
あ
り
、
電

化
製
品
で
は
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。

令
和
３
年
度
阿
久
比
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
　
　
防
犯
灯
新
設
工
事
に

つ
い
て
、
前
年
度
比
１
基

増
で
金
額
が
倍
近
く
に

な
っ
て
い
る
要
因
。

　
　
中
学
校
の
通
学
路
に

２
基
の
新
設
が
あ
っ
た
。

通
学
路
に
つ
い
て
は
支
柱

か
ら
設
置
し
て
お
り
、
他

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
も

支
柱
を
立
て
な
け
れ
ば
対

応
が
出
来
な
か
っ
た
部
分

が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
分

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
資
源
ご
み
分
別
収
集

等
委
託
事
業
費
が
、
前
年

度
に
比
べ
て
３
・
５
％
増

加
し
て
い
る
原
因
。

　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
量

が
増
加
し
て
い
る
た
め
。

処
理
費
の
単
価
が
上
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
　
資
源
ご
み
の
報
奨
金

は
地
域
の
大
事
な
活
動
費

で
あ
る
。
分
別
ご
み
の
金

属
類
25
％
減
少
は
盗
難
が

原
因
で
は
な
い
か
。
こ
の

盗
難
に
対
し
て
積
極
的
に

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

　
　
盗
難
は
複
数
の
地
区

か
ら
も
情
報
が
入
っ
て
お

り
、
警
察
に
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。
町
の
対
策
と

し
て
は
「
資
源
ご
み
等
持

ち
去
り
防
止
に
関
す
る
条

例
」
が
あ
り
、
違
反
者
に

は
５
万
円
以
下
の
過
料
を

課
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
で
不
審
者
や
、
不
審

車
両
を
目
撃
し
た
ら
、
町

へ
連
絡
し
て
ほ
し
い
。
町

か
ら
警
察
に
対
し
て
、
取

り
締
ま
り
強
化
を
お
願
い

す
る
。

（
副
委
員
長  

山
本 

良
輔
）

し
減
っ
て
い
る
感
じ
が
す

る
が
、
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ

て
人
数
制
限
等
が
な
く
な

れ
ば
、
み
な
さ
ん
来
て
い

た
だ
け
る
と
思
う
。
用
品

の
受
け
入
れ
は
、
現
在
中

止
し
て
い
る
が
、
使
っ
て

下
さ
い
と
届
け
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
、
み
な
さ

ん
関
心
の
あ
る
こ
と
と

思
っ
て
い
る
。

（
副
委
員
長  

竹
内 

卓
美
）

答 問問

答

答

答 問 問

答 問

答

問

答 問答 問

答 問

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

中学校校舎増築工事
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今議会では、9月2日㈮に、3人の議員が
一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行
機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に
本会議場で質問します。
持ち時間は町側の答弁を含め1人60分で
す。
次のページから、本会議場での質疑の概
要を1人1ページで、掲載しています。

ここが
聞きたい

ページ 議員名 質問項目

都築　清子８ １．防災と福祉の連携
２．災害時を想定した環境整備

新美三喜雄10 １．災害対策
２．次世代につなぐ

澤田　道孝9
１．新型コロナウイルス等の相談窓口
を設置できないか

２．非核平和都市宣言

今回の傍聴人数 延べ 31人

町政を問う
一般質問

答弁者

各議員が質問した記事に関連するSDGsの目標アイコンが掲載されています。

…総務部長　　　…民生部長　　　…建設経済部長　　　…教育部長
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都築　清子 議員
（公明党）

防災と福祉の連携を
個別避難計画を早い段階で検討する

　
令
和
３
年
災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
で
災
害
時
の
避
難

支
援
等
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
「
個
別
避
難

計
画
」
を
作
成
す
る
こ
と
が

市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ

た
が
本
町
は
作
成
に
着
手
し

て
い
な
い
。

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
登

録
状
況
。

　
　
　
令
和
４
年
６
月
１
日

現
在
の
登
録
者
数
は
９
９
９

人
。

　
　
「
個
別
避
難
計
画
」
作

成
の
時
期
。

　
　
　
な
る
べ
く
早
い
段
階

で
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
設
定
な

ど
小
さ
い
単
位
で
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
町
全
体
に
広
げ
る
よ

う
検
討
す
る
。

　
　
防
災
と
福
祉
の
情
報
共

有
状
況
。

　
　
　
福
祉
関
係
会
議
へ
防

災
関
係
職
員
が
参
加
す
る
な

ど
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
よ
り
横
断
的
に

情
報
共
有
と
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
福
祉
施
設
の
防
災
訓
練

実
施
状
況
の
把
握
。

　
　
　
町
内
の
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
入
所
・
通
所
施
設

に
対
し
て
は
、
町
職
員
に
よ

る
実
地
指
導
や
県
職
員
に
よ

る
運
営
指
導
の
際
に
、
防
災

訓
練
の
実
施
状
況
を
確
認
し

て
お
り
、
い
ず
れ
も
適
正
に

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把

握
し
て
い
る
。

　
町
自
立
支
援
協
議
会
で
協

議
し
て
い
る
障
が
い
者
施
設

で
の
災
害
時
対
応
や
、
防
災

情
報
な
ど
を
町
内
各
施
設
へ

提
供
し
、
助
言
や
指
導
に
努

め
る
と
と
も
に
、
施
設
か
ら

町
へ
防
災
訓
練
の
協
力
依
頼

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
防
災

交
通
課
と
連
携
し
対
応
す
る
。 　

　
災
害
弱
者
の
防
災
訓
練

参
加
の
見
解
。

　
　
　
福
祉
施
設
と
協
力
し

た
福
祉
避
難
所
開
設
訓
練
、

各
地
区
で
の
要
支
援
者
声
掛

け
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

　
　
交
流
セ
ン
タ
ー
の
一
部

を
福
祉
避
難
所
に
で
き
な
い

か
。
　
　
　
災
害
が
発
生
し
た
際

に
知
識
と
経
験
を
持
っ
た
ス

タ
ッ
フ
と
必
要
な
設
備
を
交

流
セ
ン
タ
ー
に
集
め
る
こ
と

が
困
難
な
た
め
、
福
祉
避
難

所
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
防
災
・
行
政
ア
プ
リ
「
ア

グ
ナ
ビ
」
か
ら
緊
急
注
意
情

報
や
災
害
情
報
が
配
信
さ
れ

る
が
、
そ
の
情
報
が
受
信
で

き
な
い
と
し
た
ら
救
え
る
命

も
助
か
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
。

　
　
ア
グ
ナ
ビ
情
報
発
信
手

順
。
　
　
　
緊
急
地
震
速
報
や
大

雨
警
報
な
ど
は
自
動
即
時
配

信
。
防
災
行
政
無
線
と
連
動

し
た
配
信
、
職
員
の
入
力
に

よ
る
配
信
方
式
が
あ
る
。

　
　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
公
民
館
等
へ
の
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
が
必
要
だ
が
町
の

見
解
。

　
　
　

Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
は

あ
っ
た
方
が
よ
い
と
は
考
え

る
が
、
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
公
民
館
以
外
の
町
施
設
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、

関
係
部
署
と
協
議
を
し
な
が

ら
調
査
研
究
を
行
う
。

　
　
行
政
協
力
員
へ
配
布
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
用
状
況
。

　
　
　
メ
ー
ル
の
送
受
信
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど

の
ア
プ
リ
を
利
用
。

　
今
後
も
操
作
説
明
会
を
開

催
し
、
非
常
時
の
活
用
が
可

能
と
な
る
よ
う
推
進
す
る

　
　
若
手
職
員
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
委
員
を
構
成
し
情
報
発
信
、

受
信
が
で
き
る
人
を
増
や
せ

な
い
か
。

　
　
　
情
報
発
信
等
は
、
す

べ
て
の
職
員
が
対
応
可
能
。

　
操
作
に
不
慣
れ
な
職
員
は

Ｄ
Ｘ
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

災
害
時
を
想
定
し
た

　
　
　
　
環
境
整
備
は

行
政
協
力
員
と
メ
ー
ル
・

　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
利
活
用
す
る

問答

問答

問答

問答問答

問答

問答

問答

問答

問答

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する
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と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
は
、
町
民
の
最
大
の
関

心
事
で
あ
る
。

　
私
は
約
１
カ
月
前
、
発
熱

が
４
日
間
程
続
き
、
私
の
親

族
の
中
で
も
陽
性
者
が
出
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ

に
感
染
し
た
の
で
は
な
い
か

と
疑
っ
た
が
、
の
ど
の
痛
み

咳
等
も
な
く
悪
化
に
至
ら
ず
、

感
染
せ
ず
に
普
通
の
生
活
に

戻
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
こ
で
、
発
熱
が
続
い
た

間
は
、
次
の
よ
う
な
心
配
事

が
あ
っ
た
。

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
ど
こ
で
受

け
ら
れ
る
か
。

・
ど
こ
の
病
院
へ
行
っ
た
ら

よ
い
か
。

・
正
確
な
罹
患
、
そ
の
他
の

判
定
は
ど
こ
で
受
け
た
ら

よ
い
か
。

　
今
、
町
内
に
は
、
こ
の
よ

う
な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
る
町
民
も
数
多
く

い
る
と
思
う
。
現
在
の
保
健

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
約
で
す
ら
、
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
い
、
接
種

会
場
で
あ
る
病
院
も
適
切
な

指
導
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況

の
中
、
保
健
所
に
相
談
す
る

前
に
、
気
楽
に
相
談
で
き
る

窓
口
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
感
染
有
無
の
不
安
を
取

り
除
く
、
町
内
に
気
楽
に
相

談
で
き
る
コ
ロ
ナ
感
染
相
談

窓
口
を
開
設
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
相
談
窓
口
は
、
特
別

に
設
置
し
て
い
な
い
が
、
コ

ロ
ナ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

に
対
し
て
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
対
応
し
て
い
る
。

　
発
熱
時
の
医
療
機
関
の
受

診
相
談
な
ど
、
本
来
、
県
が

行
う
こ
と
に
つ
い
て
も
可
能

な
限
り
対
応
し
て
お
り
、
買

い
物
代
行
等
町
独
自
の
支
援

も
実
施
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
は
、
接
種
券
を
小
分
け
し

て
発
送
し
、
予
約
が
集
中
し

な
い
よ
う
改
善
し
た
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
関
連
の
相

談
に
関
し
て
は
、
丁
寧
な
対

応
を
心
が
け
て
い
く
。

　
６
月
の
定
例
会
に
非
核
平

和
都
市
宣
言
の
標
語
塔
を
設

置
し
て
は
と
質
問
を
し
た
が
、

「
町
制
70
周
年
等
の
節
目
の

年
に
、
平
和
を
願
う
町
、
ワ

ー
ル
ド
ピ
ー
ス
タ
ウ
ン
と
宣

言
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
設
置
す
る
と
い
う

こ
と
は
断
言
さ
れ
ず
、
是
非
、

こ
の
標
語
塔
の
設
置
を
約
束

し
て
頂
き
た
い
。
現
在
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
が

続
い
て
お
り
、
日
本
国
民
と

し
て
本
町
の
非
核
平
和
都
市

宣
言
は
必
須
事
項
で
あ
る
。

　
日
本
は
世
界
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
り
、
こ
の
宣
言
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
に

平
和
を
求
め
る
阿
久
比
町
と

し
て
最
も
意
味
の
あ
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
役
場
敷
地
内
に
「
非
核

平
和
都
市
宣
言　

阿
久
比

町
」
と
す
る
標
語
塔
の
設
置

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
議

論
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
宣
言
の
目
的
は
、
世

界
平
和
を
願
う
こ
と
で
、
標

語
塔
の
建
設
は
、
宣
言
を
す

る
記
念
と
啓
発
す
る
た
め
の

手
段
。

　
宣
言
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
な
い
現
時
点
で
標
語
塔

に
つ
い
て
の
議
論
を
し
て
い

な
い
し
、
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
確
約
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。

コロナウイルス等相談窓口設置を
保健センターで対応している

澤田　道孝 議員
（佐和の会）

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」の

標
語
塔
の
設
置
を

宣
言
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る

※

非
核
平
和
都
市
宣
言
し
て
い
る
自
治
体

愛
知
県
で
は
、
６
市
５
町
。

近
隣
で
は
、
半
田
市
・
東
浦
町
・
武
豊
町
が
含
ま
れ
る
。

全
国
で
、
１
県
・
１
９
９
市
・
７
区
・
１
１
９
町
・
21
村
。

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在　
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

問答

問答

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を 平和と公平をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルに
おいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する
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新美三喜雄 議員
（新済会）

　
町
や
地
区
の
防
災
訓
練
等
、

今
ま
で
の
対
策
は
、
災
害
避

難
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る

が
、
未
然
に
防
ぐ
対
策
を
ど

う
と
る
か
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
。
今
年
の
７
月
豪
雨

で
は
、
町
内
で
も
道
路
等
の

浸
水
・
陥
没
や
住
宅
地
で
の

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
。

　
国
の
国
土
強
靭
化
計
画
は
、

昨
今
の
過
去
に
例
を
見
な
い

気
象
現
象
に
対
し
、
各
自
治

体
に
何
を
予
防
保
全
し
て
い

く
の
か
考
え
さ
せ
る
機
会
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
本
町
の
計
画
の
骨
子

　
　
　
阿
久
比
町
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
を
策
定
し
、 

「
人
命
の
保
護
が
最
大
限
図

ら
れ
る
こ
と
」
等
４
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
、
リ
ス
ク
シ

ナ
リ
オ
ご
と
に
推
進
方
針
を

設
定
し
て
い
る
。

　
　
住
宅
地
の
土
砂
災
害
危

険
区
域
や
急
傾
斜
地
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
か
。

　
　
　
急
傾
斜
地
法
に
よ
る

整
備
済
箇
所
は
７
箇
所
で
、

今
年
度
は
萩
白
山
西
地
区
で

事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
県

の
ハ
ー
ド
整
備
に
は
多
く
の

時
間
を
要
す
た
め
、
土
砂
災

害
防
止
法
に
基
づ
き
危
険
の

周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推

進
す
る
区
域
と
し
て
土
砂
災

害
警
戒
等
を
県
が
指
定
し
て

お
り
、
全
戸
配
布
し
た
防
災

マ
ッ
プ
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　
住
宅
地
の
排
水
路
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ

る
か
、
も
し
く
は
必
要
と
考

え
る
か
。

　
　
　
水
路
改
良
工
事
は
地

区
の
要
望
に
基
づ
き
整
備
し

て
お
り
、
雨
水
排
水
計
画
に

基
づ
い
た
整
備
は
行
っ
て
い

な
い
。
住
宅
等
の
開
発
行
為

は
県
基
準
に
基
づ
き
計
画
、

整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
　
小
中
学
校
の
通
学
路
の

安
全
性
は
、
ど
の
よ
う
に
担

保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
通
学
路
は
安
全
で
あ

る
と
考
え
る
場
所
を
各
学
校

で
指
定
し
て
い
る
。
ア
グ
ナ

ビ
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を

使
い
、
保
護
者
や
見
守
り
隊

の
皆
さ
ん
に
情
報
発
信
を
し

て
い
く
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　
中
学
校
の
通
学
路
で
あ

る
南
部
坂
の
安
全
性
は
。

　
　
　
通
学
路
に
面
す
る
一

部
分
は
私
有
地
。
砂
防
や
治

山
の
観
点
も
含
め
担
当
部
署

の
意
見
、
地
域
の
要
望
な
ど

を
整
理
し
、
安
全
に
対
す
る

整
備
の
必
要
性
を
判
断
し
て

い
く
。

　
地
区
や
行
政
で
は
、
次
世

代
に
つ
な
ぐ
人
材
育
成
や
人

材
の
発
掘
な
ど
重
要
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
。
未
来
を

動
か
す
力
は
、
ま
ず
人
で
あ

り
、
活
性
化
す
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
も
重
要
で
あ
る
。

　
　
地
区
や
各
種
団
体
に
対

し
、
行
政
と
し
て
何
か
仕
掛

け
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
住
民
税
１
％
町
民
予

算
枠
制
度
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど

を
実
施
し
町
民
と
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

　
　
本
町
の
首
長
と
し
て
、

「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
」
こ
と

を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
政

策
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い

か
。
　
　
町
長　
５
期
目
の
構
想

と
し
て
示
し
た
政
策
の
一
つ

一
つ
が
次
世
代
に
つ
な
げ
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
実
績

で
判
断
い
た
だ
き
た
い
。
生

物
学
の
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の

能
力
を
社
会
に
持
た
せ
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

災害の予防保全は
阿久比町国土強靭化計画を推進する

問答

問

問

答

問答

問答問答

問答

答
町
長

次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に

各
政
策
が
す
べ
て
で
あ
る

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
　
　

　
　
　
　
　
　
と
は
？

環
境
の
変
化
か
ら
体
の
恒

常
性
を
保
つ
仕
組
み

整備が待たれる南部坂

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グロー
バル・パートナーシップを活性化する
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追跡
レポート どうなった

！
どうなった

！あの答弁
は

あの答弁
は

半田市との
連携と環状

線開通の

実現可能な
計画

環状線開通への半田
市との連携

議会だより
 第177号掲

載（2018年
5月1日）

連携はない
。県の早期

着手を要

望している
。町内部に

おいても

実現可能な
案を検討し

ている。

新半田病院
は建設予定

地が半田市
運動

公園東に変
更となり、

救急搬送道
路の

整備が課題
となったが

、2025年
の開

院までに環
状線を開通

させること
は困

難なため、
半田市と連

携し、現道
の暫

定的な整備
を進めてい

る。

現在は

01

道路改良用
地の取得状

況と

今後の見通
し

町道の整備・適
正管理

議会だより
 第178号掲

載（2018年
8月1日）

今後も地区
からの要望

やご協力

により計画
的に進めて

いく。

道路改良用
地取得につ

いては、各
年度

の「主要施
策の成果報

告書」に記
載の

とおり。今
後も地区か

らの要望、
地権

者の協力に
より計画的

に進めてい
く。

現在は

02

治療で免疫
を失った子

どもの

予防再接種
の助成

がん教育とがん患
者支援

議会だより
 第180号掲

載（2019年
2月1日）

来年度に向
けて助成を

行う方向

で進めてい
る。

令和元年度
から助成制

度を創設し
、接

種費用を助
成している

。令和2年
度に

2件、令和
3年度に1件

の助成を行
った。

現在は

03

長期休み期
間、町で行

えな

いか

放課後児童クラ
ブ体制

議会だより
 第181号掲

載（2019年
5月1日）

関係部局や
既存の委託

事業所な

どと共に協
議検討が必

要。他市

町の状況も
参考に検討

する。

令和2年度
から英比小

学校の図書
室に

て、夏休み
と冬休みの

期間のみ開
所す

る「長期休
暇限定児童

クラブ」を
、

NPO法人へ
委託し実施

している。

令和2年度
は5人、令

和3年度は
23人

が利用した
。

現在は

04
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編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
新
美
三
喜
雄

　
副
委
員
長
　
小
柳
み
ゆ
き

　
委
　
員
　
久
保
秋
男

　
委
　
員
　
瀧
塚
政
明

　
委
　
員
　
竹
内
卓
美

　
委
　
員
　
山
本
良
輔

　

読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋

と
秋
本
番
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
、
徹
底

し
た
感
染
対
策
の
中
、
４

年
ぶ
り
に
、
町
民
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
た
事
は
、
大
会
関

係
者
の
努
力
の
賜
物
と
し

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
出

場
さ
れ
た
町
民
す
べ
て
が
、

久
し
ぶ
り
に
、
そ
ろ
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
町

内
各
地
の
方
と
出
会
い
、

大
変
満
足
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
、
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
町
長

選
も
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
権
の
あ
る
す
べ
て

の
住
民
で
、
こ
れ
か
ら
の

町
政
を
任
せ
ら
れ
る
人
を

選
び
、
み
ん
な
で
投
票
す

る
事
が
、
本
町
の
未
来
に

つ
な
ぐ
第
一
歩
に
な
る
で

し
ょ
う
。

町民の声町民の声
町議会への期待・要望・知りたい事 及び 地区の自慢 など町議会への期待・要望・知りたい事 及び 地区の自慢 など

私は言いたい！

皆様からの原稿を
募集しています！
議会への期待・要望や地区の
出来事・自慢等お寄せ下さい
応募は、議会事務局まで

電話 0569-48-1111（内線1401）
FAX 0569-48-1711
E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

　

ご
ん
げ
ん
山
保
存
会
は
、
権
現

山
に
あ
る
植
公
園
を
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で

き
る
憩
い
の
場
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
会
員

は
43
名
で
す
。

　

約
40
年
前
に
植
公
園
が
整
備
さ

れ
た
と
き
に
、
先
輩
た
ち
が
40
本

の
桜
と
、
グ
ラ
ン
ド
周
囲
と
南
側

斜
面
に
彼
岸
花
の
球
根
を
植
栽
し

た
こ
と
で
、
今
で
は
素
晴
ら
し
い

景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
園
の
四
季
の
花
は
、
春
は

桜
・
つ
つ
じ
、
秋
に
は
彼
岸
花
を

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
彼

岸
花
の
季
節
に
は
、
童
話
作
家
新

美
南
吉
が
描
い
た
ご
ん
ぎ
つ
ね
の

里
山
で
あ
る
権
現
山
を
訪
れ
る

方
々
に
、
無
料
で
お
茶
の
接
待
を

し
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
ご
ん
サ

ミ
ッ
ト
で
協
議
を
重
ね
、
９
月
23

日
か
ら
27
日
ま
で
「
ご
ん
の
秋
ま

つ
り 

in 

ご
ん
げ
ん
山
」
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
に
来
所
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　

花
壇
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
と

き
に
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
途

中
に
植
公
園
で
休
息
さ
れ
る
方
か

ら
「
良
い
公
園
で
す
ね
。
ま
た
来

ま
す
。」
と
声
を
か
け
て
帰
っ
て

行
か
れ
ま
す
。
こ
の
一
言
が
と
て

も
嬉
し
く
、
作
業
の
疲
れ
な
ど
吹

き
飛
ん
で
し
ま
い
、
次
の
作
業
の

励
み
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
阿
久
比
町
、
阿
久
比

町
観
光
協
会
等
と
連
携
し
、
皆
様

か
ら
愛
さ
れ
る
ご
ん
げ
ん
山
（
植

公
園
）
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
け
れ
ば
「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
に
会
え
る
か
も
。

植
地
区
　
榎
本
　
和
俊

ご
ん
ぎ
つ
ね
の
森

映える彼岸花

花壇の手入れ

ごんの花嫁行列

《
ご
ん
サ
ミ
ッ
ト
構
成
団
体
》

・
あ
ぐ
い
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド

・
ご
ん
げ
ん
山
保
存
会

・
矢
勝
川
の
環
境
を
守
る
会

・
ご
ん
ば
あ
ば

・
ご
ん
の
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
阿
久
比
町
観
光
協
会
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